
○町環境の大きな変化による町民の不安な声、
子ども達の安全を考える声、それら小さい声も女性の
立場で拾い上げる西岡恵子さんを再度支援します。
（矢上 Y・K）

○議会運営がまともでない。
町民が付託した議員を一度ならず二度も失職議決を
することは経験上考えられない。
藍住町議会の正常化を願う！ （町内 元藍住町議会議員）

○理不尽な議会に強固な精神で臨む、
再挑戦の西岡恵子さんを応援します。
「安全･安心、つけを残さない政治」の実現に向けて、
頑張りましょう！　（徳島市議会 久次米尚武）

○西岡さんへ、心よりがんばれ！と、応援しています。
お体に気をつけ、気張ってください。 （町外 O・H）

○政治は、「理想と現実をすり合わせ」、
しあわせで豊かな暮らしができるようにするために
あると思います。それには強い意志と、実行力が
不可欠です。西岡恵子さんは、その二つに加え、
温かい思いやりのある素敵な方です。
心から応援しています。
（大西さちえ、学校給食と子どもの健康を考える会徳島 元代表）
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ホームページに、私の「おもい」を綴っておりますので、どうぞご覧ください。
連絡先: ◎西岡恵子後援会事務所  藍住町富吉字須崎17-12  Tel/Fax.088-692-7569  nishioka@i-love-aizumi.com

○信じてる、堂 と々胸はって西岡さんには貫いてほしい。
進むべき道は、今は、ひとつ。お身体に気をつけられて、
進みましょう！ （町内 K・E）

○最も身近な町政に女性の視点は欠かせません。
町民の声を大切にした町づくりに挑戦する
女性議員の再度の誕生を期待しています。 （矢上 M・R）

○ありのままをしっかり話してください。
議会のおかしさは誰の目にも明らかです。
（町外 女性）

○昨年8月には、女性が職業生活において、
その希望に応じて十分に能力を発揮し、
活躍できる環境を整備するため「女性活躍推進法」
が成立されました。女性の人権を侵害し、生命の存続を
脅かす「暴力」の根絶なしに『すべての女性が輝く社会』の
実現はありません。一人ひとりを尊重し、あらゆる暴力を
なくすため、ともに取り組んでいる西岡さんを応援します！
  （ストップDV・サポートの会 代表 東條恭子）

○分かっています。応援しています、頑張ってください！
 （町内 女性）

○女性の立場や弱い立場の方の人権を守る活動に
敬意を表します。信念をもって政治活動に取り組まれている
西岡恵子さんを応援します。  （弁護士･木村清志、弁護士･篠原健）

【西岡恵子後援会だより】
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今「吉野川に可動堰はいらない」と第十堰の住民運動を経て、平成12年2月藍住町議会に初当選。

以来、教育・福祉・環境･女性問題を中心に取り組み、引き続き、平成16年2期目当選、平成20年3期目当選、
そして、平成22年4月の議会の不当な議決で失職までの10年余、町政の最終チェックの本会議において

年4回の一般質問の全て（41回）に登壇、他常任委員会なども欠席することなく務め、
常に住民目線・女性の立場で議会活動・議員活動をしてきました。
さらに、平成24年2月4期目、私を信じ応援してくださった皆様のおかげで復活当選、4期目の活動を
開始するも、同年5月に資格審査委員会が設置され、

平成26年8月、またも議会で失職議決（現在係争中）されましたが、この間も
一般質問全て（10回）登壇し、教育・福祉・環境・男女共同参画関連の活動に積極的に
取り組んできました。
（4期目には念のためにと写しておいた在宅記録写真・310枚を議会に提出しましたが、
失職させられました。現在は警備会社のホームセキュリティを導入し在宅記録を残しています）

＜主な活動実績＞
教育関連

福祉関連

環境関連

その他

■学校給食の安全性と
　地産地消の推進

■いじめ、体罰

■乳幼児の虐待防止

■学童保育の充実

■病後児保育事業

■健康対策

■正法寺川の浄化

■ゴミの減量化、再生資源化、
　エコ社会の推進

■遊具の点検

■省エネ対策

■男女共同参画社会の実現

■防災対策

●遺伝子組み換え食材は不使用、産地表示の確認、
　米飯は地元産米100%へ。アレルギー除去食に配慮。
●遺伝子組み換え食材は無使用。
●再発防止、予防教育を実施する。

●家庭訪問や各機関との連携で防止に努める。
●安全安心の体制の確保に努める。
●広域での該当医療機関の利用と町内の小児科医院が協力。
●検診受診率の向上に努め、対象者への
　生活改善等保健指導を積極的に行う。

●関係機関と連携し水質浄化に努める。
　小中学校での環境教育を支援。
●廃プラスチックの回収日が月4回へ。
●ゴミ袋の改善と各小学校PTAで古紙回収を実施。
●安全に遊具が使用できる対策をする。
●夏場の節電、緑化推進、省エネ対策に取組む。

●DV防止へのパンフレットの配布、町民への周知度100%目標。
　DV被害者への対応は人権問題として関係機関と連携、取組む。
●海抜表示は町内公共施設、人が多く集まる施設、
　主要幹線道路に設置。空き家については、対策を強化すべき
　課題と認識、調査検討する。

 今後の取り組み

議会に女性の声は絶対必要です！ 　
私を支えていただける皆様が居る限り、これからも、教育・福祉・環境・女性問題に積極的に
取り組み、安全安心で、暮らしやすい藍住町を目指し、提言し続け、町政の充実を図っていきます。
今、「安全・安心・平和」が揺らいでいます。
「子や孫につけを残さない政治」が問われています。
皆様の声を、女性の声を、必ず議会・町政に届けます！


